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　２．平成18年３月期　個別業績予想数値の修正（平成17年４月１日～平成18年３月31日）

（単位：百万円）
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　１．平成18年３月期　連結業績予想数値の修正（平成17年４月１日～平成18年３月31日）

（単位：百万円）
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　　最近の業績動向等を踏まえ、平成17年11月17日の中間決算発表時に公表した平成18年３月期（平成

　17年４月１日～平成18年３月31日）の通期業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせい

　たします。

各　　　位

平成18年４月19日

業績予想の修正に関するお知らせ

問 合 せ 先 取締役 常務執行役員経理部長

コード番号

代 表 者 名

会 社 名

代表取締役社長

原 　　毅
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150 

133,477 
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3,000 

坂本　義次

日 本 道 路 株 式 会 社

TEL (03) 3571 - 4051

1884（東証第一部）

増 減 率 （ ％ ）

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ）

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ）

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ）
（平成17年11月17日発表）

（平成17年11月17日発表）

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ）

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ）

増 減 率 （ ％ ）



（注）

② 連結

　主に上記記載の理由により、平成18年３月期の期末予想売上高は前回発表から3,000百万円
増加し138,000百万円となり、当期純利益は600百万円から150百万円増加し750百万円とそれぞ
れ前回の予想を上回る見込みであります。

① 個別

　公共投資が引き続き低調に推移する経営環境下、当社は民間工事、小型工事を中心とした受
注量確保策と徹底したコストダウンを実行して取り組んでおり、平成18年３月期の期末予想売
上高は前回発表（平成17年11月17日）から1,000百万円増加し121,000百万円となる見込みであ
ります。
　経常利益につきましては、為替差益を営業外収益に125百万円計上する予定であり、1,500百
万円から200百万円増加し1,700百万円になる見込みであります。
　特別損益につきましては、既に固定資産の減損損失587百万円を計上しております。
　また、資産の効率化および財務体質の強化を図るため、「固定資産の譲渡に関するお知ら
せ」（平成18年３月６日）でお知らせしました当社保有機械の保管用地として使用しておりま
した土地の売却損280百万円を特別損失に、「投資有価証券の一部売却に関するお知らせ」
（平成18年３月９日）でお知らせしました当社保有上場有価証券の一部売却による売却益
1,245百万円を特別利益に計上いたします。
　さらに、子会社に対する債権等の回収可能性を個別に精査し貸倒引当金等590百万円、およ
び販売用不動産を不動産鑑定評価等による再評価を行い販売用不動産評価損210百万円を特別
損失として計上する予定であり、当期純利益は500百万円から250百万円と前回の予想を下回る
見込みであります。

　３．理　　由

　上記予想数値は、本資料の発表日現在において把握できた情報に基づき作成したものであ
り、今後の様々な要因により異なる結果となることがあります。


